
山
口
県
下

響
灘
・
日
本
海
域
の
可
能
表
現
法

九
州
方
言
と
の
同
質
性

岡

野

信

子

は
 
じ
 
め
 
に

 
い
ま
、
'
「
山
口
県
下
、
響
灘
・
日
本
海
域
」
と
呼
ぶ
の
は
、
具
体
的
に
は
、
．

下
関
市
・
豊
浦
郡
・
大
津
郡
・
長
門
市
・
萩
市
、
お
よ
び
阿
武
郡
の
、
日
本
海

が
わ
の
地
域
で
あ
る
。
こ
の
地
域
、
こ
と
に
そ
の
南
部
域
の
下
関
市
と
豊
浦
郡

の
方
言
は
、
し
ば
し
ば
九
州
方
言
と
の
近
さ
を
見
せ
る
。
そ
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
 
「
関
門
海
峡
圏
域
の
方
言
状
況
」
 
（
岡
野
一
九
八
八
）
や
「
海
が
こ
と
ば

に
働
く
と
き
」
 
（
岡
野
一
九
八
三
M
で
も
述
べ
た
が
、
こ
の
稿
で
は
可
能
表
現

法
の
上
に
そ
の
状
況
を
見
、
考
え
て
み
た
い
。

 
こ
の
地
域
の
可
能
表
現
法
は
、
・
そ
の
形
式
か
ら
は
、
助
動
詞
を
添
え
て
言
う

も
の
、
副
詞
「
ヨ
」
」
に
よ
っ
、
て
可
能
を
言
う
も
の
、
可
能
の
意
を
持
つ
動
詞

に
よ
る
も
の
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
助
動
詞
を
添
え
て
可
能
を
言
う
も

の
か
ら
順
次
と
り
あ
げ
て
、
そ
れ
の
表
わ
す
可
能
の
意
味
を
考
察
し
、
使
用
状

況
、
使
用
地
域
を
見
て
い
く
。

ω
こ
の
稿
に
あ
げ
た
文
例
を
得
た
地
点
の
正
式
名
称
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

 
る
。
な
お
、
こ
の
番
号
は
、
文
例
の
下
に
記
し
た
地
点
名
の
ア
イ
ウ
エ
オ
順

 
に
従
っ
て
い
る
。
 
「
エ
ル
・
ヨ
ル
分
布
図
」
上
に
は
、
文
例
を
得
た
地
点
を

こ
の
番
号
で
示
し
て
い
る
。

 
 
ア
イ
シ
マ

ー
萩
市
相
島

 
 
 
 
 
 
 
ア
ツ
モ

2
豊
浦
郡
豊
浦
町
厚
母

 
 
 
 
ウ
ツ
イ

3
下
関
市
内
日

 
 
 
 
タ
マ
ガ
ワ
チ
ヨ
 
エ
サ
キ
 
エ
ツ

4
阿
武
郡
田
万
川
町
江
崎
、
江
津

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
エ
ビ
ス

5
阿
武
郡
田
万
川
町
江
崎
、
戎

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
オ
ウ
ラ

6
阿
武
郡
田
万
川
町
江
崎
、
尾
浦

 
 
 
 
 
 
オ
く
チ

7
下
関
市
大
字
三
内

 
ナ
ガ
ト
 
オ
 
ト
マ
リ

8
長
門
市
大
泊

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
ガ
ワ
 
オ
ー
マ
，
ガ
リ

9
豊
浦
郡
豊
北
町
大
字
阿
川
、
雪
辱

 
 
 
 
ユ
ヤ
チ
ヨ
 
カ
ケ
ブ
チ

ー0

蜥
ﾃ
郡
油
谷
町
薬
酒

 
 
 
 
 
 
カ
ワ
タ
ナ

ー1

L
浦
郡
豊
浦
町
川
棚

 
 
 
 
サ
カ
イ
ガ
ワ

ー2

ｷ
門
市
境
川

 
 
 
 
シ
ヨ
 
ミ
ヨ
 
イ
チ

ー3

ｷ
門
市
正
明
市

 
 
 
 
 
 
ロ
ッ
ノ
シ
マ

'
1
4
豊
浦
郡
豊
北
町
憶
想

 
 
 
 
ミ
ス
ミ
チ
ヨ
 
ト
ヨ
ハ
ラ

ー5

蜥
ﾃ
郡
三
隅
町
豊
原

 
 
 
 
ピ
コ
シ
マ

ー6

ｺ
関
市
彦
島

 
 
 
 
フ
タ
オ
イ
ジ
マ

ー7

ｺ
関
市
蓋
井
島

 
 
 
ミ
シ
マ

ー8

去
s
見
島

 
 
 
 
ミ
ナ
ト

ー9

ｷ
門
市
湊

 
 
 
 
 
 
ヨ
シ
ダ

20

ｺ
関
市
大
字
吉
田

 
 
 
 
 
 
ヨ
シ
ミ
シ
モ

21

ｺ
関
市
大
字
吉
見
下

ω
 
文
例
の
右
傍
線
は
ア
ク
セ
ン
ト
の
高
音
部
で
あ
る
。

㈲
 
文
例
の
下
に
記
し
た
「
高
男
」
、
 
「
青
女
」
な
ど
は
年
層
と
性
別
の
略
記

 
で
、
 
「
高
」
は
高
年
者
、
 
「
青
」
は
青
年
で
あ
る
。
な
お
、
 
「
調
」
は
調
査

 
者
の
略
記
で
あ
る
。
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隔
 
助
動
詞
を
添
え
て
言
う
可
能
表
現

 
玉
書
で
可
能
表
現
に
働
く
助
動
詞
は
「
レ
ル
」
、
「
ラ
レ
ル
」
類
、
「
エ
ル
」
、

「
ヨ
ル
」
、
 
「
キ
ル
」
で
あ
る
。
-

 
1
 
動
詞
未
然
形
十
レ
ル
・
ラ
レ
ル
類

。
オ
サ
カ
ナ
モ
'
イ
キ
タ
 
イ
ゴ
ク
ノ
 
タ
ベ
ラ
レ
ル
ケ
 
ネ
ー
。
 
〈
江
津

 
高
女
↓
調
〉

 
 
お
魚
も
、
生
き
て
動
い
て
い
る
の
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
ね
（
浦

 
 
が
近
い
か
ら
）
。

。
コ
レ
デ
 
カ
タ
レ
ル
ロ
ー
，
カ
。
 
〈
大
曲
高
男
↓
調
〉

 
 
こ
ん
な
状
態
で
勝
つ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

。
ナ
ン
ボ
 
シ
ッ
タ
 
ヒ
ト
デ
モ
 
オ
シ
エ
ラ
レ
ン
。
 
〈
阿
内
．
中
女
↓
中

 
女
〉

 
 
ど
ん
な
に
よ
く
知
っ
て
い
る
人
で
も
こ
れ
は
教
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

 
「
タ
ベ
ラ
レ
ル
」
、
 
「
カ
タ
レ
ル
」
、
 
「
オ
シ
エ
ラ
レ
ン
」
、
の
よ
う
に
、
動

詞
の
未
然
形
に
「
レ
ル
」
・
「
ラ
レ
ル
」
、
ま
た
そ
の
打
消
形
を
添
え
た
話
部

は
、
そ
の
行
動
・
行
為
が
可
能
、
あ
る
い
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
て

い
る
。

 
い
っ
た
い
に
「
可
能
」
の
意
味
内
容
は
か
な
り
多
様
で
あ
る
が
、
今
と
り
あ

げ
た
も
の
は
い
わ
ゆ
る
状
況
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
外
部
状
況
が
原
因
、

理
由
と
な
っ
て
事
の
可
能
、
あ
る
い
は
不
可
能
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
す
る
話
者

の
判
断
が
あ
る
っ
外
因
可
能
と
と
も
言
え
よ
う
か
。

 
「
レ
ル
」
・
「
ラ
レ
ル
」
を
添
え
た
可
能
形
式
は
ま
た
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
表

現
内
容
も
担
っ
で
い
る
。

山
口
県
下
、
響
灘
ひ
日
本
海
域
の
可
能
表
現
法
一
九
州
方
言
と
の
同
質
三
一

。
イ
ヨ
イ
ヨ
 
ア
サ
ガ
 
オ
キ
ラ
レ
ン
」
デ
ー
。
 
〈
豊
原
 
高
女
↓
高
女
〉

 
 
ど
か
に
も
早
起
き
が
で
き
な
い
の
だ
よ
。

話
者
は
「
オ
キ
ラ
レ
ン
」
は
「
ヨ
ー
 
オ
キ
ン
」
ど
同
じ
だ
と
言
う
。
つ
ま
り

早
起
き
が
で
き
な
い
の
は
低
血
圧
の
た
め
な
ど
と
理
由
を
言
お
う
と
す
る
の
で

は
な
く
て
、
自
身
に
そ
の
気
力
・
体
力
が
な
く
て
事
が
か
な
わ
な
い
事
実
を
言

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
般
に
能
力
可
能
と
呼
ば
れ
る
が
、
能
力
可
能
と
さ
れ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

も
の
の
内
部
に
は
、
 
「
そ
ん
な
こ
と
は
恥
ず
か
し
く
て
言
ワ
レ
ン
」
や
、
 
「
あ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

の
時
の
恐
ろ
し
か
っ
た
こ
と
は
忘
レ
ラ
レ
ン
」
な
ど
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

能
力
に
せ
よ
、
心
情
に
せ
よ
、
．
可
能
・
不
可
能
の
原
因
・
理
由
を
行
為
者
そ
の

人
に
認
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
内
因
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
因
を
言
い
た
て
る

の
で
は
な
く
て
、
そ
こ
に
実
現
し
て
い
る
状
態
を
言
う
こ
と
が
主
と
な
っ
て
い

る
ρ

 
外
因
可
能
、
内
因
可
能
と
い
う
用
語
は
今
後
ざ
ら
に
考
え
て
み
た
い
。
．
本
稿

で
は
ひ
と
ま
ず
従
来
の
状
況
可
能
、
能
力
可
能
と
い
う
肘
語
を
借
り
る
。

 
こ
の
よ
う
に
、
 
「
レ
ル
」
、
 
「
ラ
レ
ル
」
は
当
域
の
全
域
、
全
年
層
に
お
い

て
、
状
況
可
能
に
も
能
力
可
能
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
能
力
可
能
の

ば
あ
い
は
、
以
下
に
記
す
「
エ
ル
」
、
、
「
ヨ
ル
」
．
、
「
キ
ル
」
を
添
え
た
表
現
形

式
、
ま
た
副
詞
「
ヨ
ー
」
．
で
可
能
を
言
う
形
式
に
よ
る
こ
と
の
ほ
う
が
多
い
。

．
と
こ
ろ
で
大
津
郡
三
隅
町
や
阿
武
郡
田
万
川
町
の
高
年
者
は
、
「
次
の
よ
う

に
、
 
「
レ
ル
」
・
「
ラ
レ
ル
」
を
「
エ
ル
」
・
「
ラ
エ
ル
」
の
よ
う
に
発
音
し
・

が
ち
で
あ
っ
た
。

。
ス
ル
メ
ニ
 
シ
ツ
リ
ャ
ー
 
ナ
ン
 
デ
i
。
カ
ナ
リ
 
カ
ネ
ガ
 
ト
ラ
エ
ル

 
デ
ー
。
 
〈
戎
 
高
男
↓
妻
〉

 
 
す
る
め
に
し
た
ら
何
だ
よ
。
か
な
り
も
う
か
る
よ
。

（ 15．5 '）



。
ナ
ン
ボ
 
ハ
ヨ
ー
テ
モ
 
オ
キ
ラ
エ
ル
。
 
〈
ご
一
隅
 
古
一
女
．
↓
高
女
〉

 
 
ど
ん
な
に
早
く
て
も
起
き
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
た
だ
し
、
不
可
能
の
ば
あ
い
に
は
音
変
化
は
お
こ
ら
ず
、
「
～
レ
ン
」
、
「
～

ラ
レ
ン
」
で
あ
惹
。
も
っ
と
も
下
関
市
蓋
井
島
の
前
年
者
か
ら
は
、
昭
和
五
十

年
前
後
に
（
次
の
よ
う
に
「
ラ
エ
．
ン
」
も
聞
．
い
て
い
る
。

。
ア
ー
ユ
ー
 
コ
ト
バ
ー
 
キ
ー
チ
ョ
ラ
エ
ン
。

 
 
あ
ん
な
こ
と
ば
は
聞
い
て
い
ら
れ
な
い
、
聞
く
に
堪
え
な
い
。

．
ま
た
、
 
「
レ
ル
」
・
「
ラ
レ
ル
」
を
古
風
な
二
段
活
用
形
式
で
言
う
こ
と

も
、
高
年
者
か
ら
は
全
域
で
聞
く
。

。
ヒ
チ
ジ
ゴ
ロ
ニ
ャ
ー
r
デ
ラ
ル
ル
。
 
〈
川
棚
 
高
男
↓
高
男
〉

 
 
七
時
ご
ろ
に
は
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

。
コ
ラ
ル
ル
 
マ
サ
エ
 
ア
リ
ャ
ー
 
ナ
…
。
 
〈
酒
所
 
高
男
↓
調
査
者
〉

 
 
来
る
こ
と
の
で
き
る
ひ
ま
さ
え
あ
れ
ば
ね
え
。

。
ハ
ラ
ノ
 
ヘ
ッ
タ
 
ト
キ
ャ
ー
 
カ
カ
エ
ラ
ル
刃
ヤ
 
ス
マ
ー
 
ノ
。
 
〈
大

 
曲
 
高
男
↓
高
男
〉

 
 
空
腹
の
時
は
（
こ
ん
な
重
い
物
は
）
抱
え
る
こ
と
は
で
き
ま
い
ね
。

 
引
拙
ラ
ル
ル
」
、
 
「
抱
エ
ラ
ル
リ
ャ
」
な
ど
の
二
段
活
用
は
若
い
人
々
に
は
」

受
け
つ
が
れ
て
い
な
い
。

 
2
 
動
詞
連
用
形
＋
エ
ル

。
オ
ド
リ
エ
ル
 
カ
ナ
。
管
。
引
ヤ
、
．
国
ン
 
チ
厄
。
 
〈
吉
見
下
 
高
女
鴛
高

女
〉

 
 
あ
ん
た
は
踊
れ
る
か
ね
。
旧
い
や
、
踊
れ
な
い
よ
。

・
テ
熱
量
 
シ
訓
ン
ケ
。
 
〈
下
関
市
吉
田
 
高
女
↓
調
〉

 
 
手
伝
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
（
体
調
が
悪
く
て
）
。

・
コ
ー
ト
ー
カ
イ
 
イ
キ
エ
ン
ソ
デ
ス
。
 
〈
角
島
 
高
女
↓
調
〉

 
 
（
親
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
ま
で
）
高
等
科
に
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
の

 
・
で
す
。

 
こ
れ
ら
の
文
中
の
「
オ
「
ド
リ
エ
ル
」
は
伎
量
に
よ
っ
て
、
「
シ
エ
ン
」
は
体

力
に
よ
っ
て
、
事
が
可
能
、
あ
る
い
は
不
可
能
に
な
っ
た
と
じ
う
判
断
を
背
後

に
持
っ
て
い
る
。
 
「
イ
キ
エ
ン
」
は
、
こ
の
ば
あ
い
は
自
己
の
心
情
が
不
可
能

の
因
と
な
っ
て
い
る
。

 
こ
の
よ
う
に
可
能
の
助
動
詞
と
し
て
働
い
て
い
る
「
エ
ル
」
は
、
本
来
は
下
・

一
段
活
用
の
動
詞
「
得
る
」
で
あ
る
。
最
初
の
文
例
の
「
エ
ン
 
チ
ャ
」
の
よ

う
に
、
相
手
の
「
～
勾
ル
 
カ
」
を
受
け
て
動
詞
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
ま

れ
に
は
あ
る
。

 
「
と
エ
ル
」
は
ま
た
、
 
「
～
は
エ
ル
」
の
よ
う
に
言
い
、
こ
の
形
式
の
も
の

の
ほ
う
が
多
く
聞
か
れ
る
。

。
イ
ッ
シ
ョ
ー
グ
ラ
イ
 
タ
ビ
ャ
ー
 
エ
ル
 
イ
ナ
。
 
〈
角
丸
 
高
男
↓
調
〉

 
 
酒
の
一
升
ぐ
ら
い
飲
む
こ
と
が
で
き
る
よ
。

。
ア
ネ
ー
ナ
ソ
ガ
 
フ
タ
リ
 
オ
ッ
チ
ャ
ー
．
ケ
ン
カ
ノ
 
チ
ユ
ー
サ
イ
 
シ

 
ャ
ー
 
エ
ン
。
〈
川
棚
 
高
女
↓
高
女
〉
 
 
 
，

 
 
あ
ん
な
者
が
二
人
居
て
は
け
ん
か
の
仲
裁
は
と
て
も
で
き
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
ド

 
一
般
に
助
詞
「
は
」
が
一
話
部
を
割
っ
て
二
話
部
仕
立
て
に
す
る
時
は
強
調

の
心
意
が
働
い
て
い
る
が
、
当
域
の
「
～
は
エ
ル
」
、
 
「
～
は
エ
ン
」
に
は
、

強
調
の
心
意
の
認
め
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、
さ
し
て
強
調
心
意
の
感
じ
ら
れ
な

い
も
の
も
あ
る
。

 
当
域
の
「
エ
ル
」
」
は
、
長
崎
県
．
佐
賀
県
の
「
ユ
ル
」
（
得
る
）
と
一
連
の
も

の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
両
域
の
間
の
福
岡
県
域
で
は
「
エ
・
ル
」
も
「
ユ
ル
」

（ 156 ）



も
聞
け
な
い
。
こ
こ
は
新
し
い
「
キ
ル
」
を
好
ん
で
、
早
く
．
「
得
る
」
を
捨
て

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
九
州
と
中
国
の
「
得
る
」
地
域
は
分
断
さ
れ
た

形
と
な
っ
た
が
、
福
岡
県
域
に
も
、
か
つ
て
h
エ
ン
」
を
使
用
し
て
い
た
痕
跡

は
認
め
ら
れ
る
。

 
福
岡
藩
儒
井
上
馬
込
の
『
小
学
方
言
講
義
」
は
福
岡
の
方
言
で
書
か
れ
て
い

る
が
、
春
日
政
治
博
士
は
こ
の
書
に
可
能
助
動
詞
「
エ
」
の
見
え
る
こ
と
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
（
春
日
 
一
九
三
三
）
。
博
士
が
と
り
あ
げ
て
お
ら
れ
る
文

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

例
は
、
 
「
公
伯
寮
イ
下
口
ハ
タ
ラ
キ
マ
ス
ト
モ
天
命
ヲ
ド
ウ
イ
タ
シ
エ
マ
セ
ブ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

一
こ
や
、
 
「
不
粒
食
ハ
歯
ニ
サ
ハ
ル
ツ
ブ
ノ
ア
ル
モ
ノ
ヲ
タ
ベ
エ
マ
ッ
セ
ヌ
ギ

デ
御
座
リ
マ
ッ
ス
ル
」
な
ど
で
あ
る
。
博
士
の
推
定
で
は
、
『
小
学
方
言
講
義
」

は
天
保
八
年
以
前
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
ろ
に
は
、
福
岡
地
方
で
も
可
能

表
現
に
「
エ
ル
」
を
言
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
萌
治
三
＋
二
年
刊
の
『
矯
方
号
】
・
集
」
（
爾
県
警
会
本
部
編
）
に

は
、
 
「
為
シ
能
ハ
ズ
」
の
方
言
と
し
て
、
 
「
志
ゑ
ん
」
 
（
八
女
郡
南
部
）
が
見

え
て
い
る
。
、

 
北
九
州
市
域
の
一
般
状
況
と
し
て
は
、
 
「
～
エ
ル
」
、
 
「
～
エ
ン
」
の
報
告

さ
れ
た
も
の
を
見
な
い
。
た
だ
筆
者
は
小
倉
南
区
曽
根
で
、
昭
和
三
十
年
に
七

十
五
歳
の
女
性
か
ら
、
 
「
ア
ユ
ミ
エ
ン
デ
 
カ
タ
ニ
 
三
三
ッ
テ
 
モ
ド
ッ
テ

キ
タ
」
 
（
歩
く
こ
と
が
で
き
な
く
て
人
の
肩
に
寄
り
か
か
っ
て
戻
っ
て
来
た
）

と
聞
い
て
い
る
。

 
こ
の
孤
例
で
、
北
九
州
市
域
に
昭
和
期
に
も
「
エ
ン
」
が
あ
っ
た
と
言
う
こ

と
は
危
険
で
あ
ろ
う
。
が
、
明
治
十
年
代
に
生
ま
れ
た
人
の
意
識
の
底
に
沈
ん

で
い
た
こ
と
ば
が
、
あ
る
時
、
ふ
と
口
を
つ
い
て
出
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得

た
か
も
し
れ
な
い
。

山
口
県
下
、
響
灘
・
日
本
海
域
の
可
能
表
現
法
一
九
州
方
言
と
の
同
質
性
一

 
と
も
あ
れ
、
下
関
市
と
豊
浦
郡
に
分
布
す
る
、
可
能
表
現
の
「
エ
ル
」
は
九

州
の
「
ユ
ル
」
の
分
布
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
，
こ
れ
を
、
九
州
か
ら
伝
播
し
た

と
見
る
か
、
本
来
、
九
州
に
も
声
域
に
も
分
布
し
て
い
た
と
見
る
か
、
お
そ
ら

ぐ
後
者
で
あ
ろ
う
。
 
「
～
得
」
は
文
献
上
に
中
央
語
と
し
て
早
く
見
え
て
い

る
。
 
『
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
』
 
（
土
井
 
一
九
五
五
）
に
図
蔓
§
二
（
し

得
ぬ
）
が
記
載
さ
れ
、
 
『
邦
訳
日
葡
辞
書
」
 
（
土
井
ほ
か
 
一
九
八
○
）
に

く
。
ヨ
ぐ
⑦
昌
定
昇
。
．
（
読
み
得
ぬ
、
な
ど
）
 
が
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
は
、
室
町

時
代
に
は
申
央
語
の
日
常
語
で
あ
っ
，
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
か
。
そ
れ
は
国

土
の
周
辺
域
に
ま
で
広
が
り
、
そ
し
て
周
辺
域
に
残
っ
た
か
と
給
せ
ら
れ
る
。

 
ま
た
『
表
現
法
の
全
国
的
調
査
研
究
」
 
（
国
研
 
一
九
七
九
）
の
3
8
図
は
そ

の
推
察
を
立
証
し
て
く
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
キ
ー
エ
ン
」
 
（
着
得
ぬ
）
類
が
、

長
崎
県
・
佐
賀
県
の
ほ
か
に
も
、
高
知
県
と
静
岡
県
の
海
岸
域
、
そ
し
て
長
野

県
内
に
見
え
て
い
る
。
ま
た
「
キ
レ
エ
ナ
イ
」
類
が
、
島
根
県
の
出
雲
と
静
岡

県
の
海
岸
、
そ
し
て
長
野
県
に
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
地
図
は
準
備
調
査
の
結

果
の
地
図
化
で
あ
っ
て
、
調
査
地
点
が
ふ
え
た
本
調
査
で
は
「
～
エ
ン
」
の
分

布
地
点
は
さ
ら
に
多
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
大
橋
勝
男
氏
は
新
潟
県
北
魚
沼
郡
広

神
村
で
聞
か
れ
た
「
出
リ
ネ
ー
」
、
 
「
行
ギ
ネ
ー
」
を
、
あ
る
い
は
こ
の
系
統

の
も
の
か
と
言
わ
れ
る
（
大
橋
 
一
九
八
八
）
。
こ
の
よ
う
に
中
部
地
方
以
西

に
広
が
っ
て
い
る
「
～
エ
ル
」
、
 
「
～
エ
ン
」
は
、
当
然
、
響
灘
沿
岸
域
に
も

分
布
し
て
・
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
当
番
の
「
～
エ
ル
」
、
 
「
～
エ
ン
」
表
現
は
昭
和
五
十
年
ご
ろ
ま
で
は
、
郡

部
や
島
で
は
子
供
た
ち
か
ら
も
聞
け
る
ほ
ど
に
優
勢
で
あ
フ
た
。
そ
の
状
況
は

『
山
口
福
岡
両
県
黒
髪
地
域
言
語
地
図
集
』
 
（
梅
光
 
一
九
七
六
）
の
「
1
3
可

能
B
」
 
（
少
年
層
図
）
に
も
見
え
て
い
る
。
そ
の
こ
ろ
、
蓋
井
島
で
は
、
小
学
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／

 
一
．
年
生
の
男
児
も
日
常
に
「
ボ
ク
ヤ
ッ
タ
ラ
 
カ
キ
エ
ン
ガ
」
 
（
僕
だ
っ
た
ら

書
け
な
い
よ
）
と
言
っ
て
い
た
。
し
か
し
昭
和
六
十
年
代
の
今
日
は
、
郡
部
で

も
、
大
学
生
以
下
の
若
年
層
か
む
は
ま
ず
聞
け
な
い
。
 
「
エ
ル
」
に
代
わ
っ
て

優
勢
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
後
に
述
べ
る
．
「
キ
ル
」
で
あ
る
。

・
5
 
動
詞
連
用
形
＋
ヨ
ル

 
 
い
わ
ゆ
る
能
力
可
能
に
、
 
「
イ
キ
ヨ
ル
」
 
（
行
く
こ
と
が
で
き
る
）
の
．
よ
う

に
言
う
の
は
、
 
「
～
エ
ル
」
地
域
に
隣
接
す
る
、
大
津
郡
油
谷
町
と
日
置
町
、

そ
し
て
長
門
市
の
海
岸
域
で
あ
る
℃
ま
た
こ
の
地
域
と
遠
く
隔
っ
た
孤
島
の
萩

市
見
回
で
も
、
こ
の
「
連
用
形
＋
ヨ
ル
」
を
言
口
っ
て
い
る
。

．
。
ワ
シ
デ
モ
 
ヤ
リ
ヨ
ル
 
イ
ヤ
。
 
〈
掛
淵
高
男
↓
高
男
〉

 
 
わ
し
で
も
（
そ
れ
ぐ
ら
い
の
こ
と
な
ら
）
で
き
る
よ
。

 
・
ワ
タ
シ
デ
モ
 
サ
ケ
ノ
 
イ
ッ
パ
イ
グ
ラ
イ
 
ノ
ミ
ヨ
ル
．
イ
ナ
。
 
〈
境
川

 
高
男
〉

 
 
私
で
も
酒
の
一
杯
ぐ
ら
い
は
飲
め
る
よ
。

 
。
ソ
レ
グ
ラ
イ
ノ
 
コ
ト
ワ
 
ノ
ミ
ヨ
ル
。
 
〈
見
島
中
男
〉

 
 
そ
れ
く
ら
い
は
飲
む
こ
と
が
で
き
る
。

 
 
こ
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
ヨ
ル
」
は
「
得
る
」
で
あ
ろ
う
。
「
ウ
ル
」

．
の
語
頭
に
半
母
音
を
置
け
ば
、
長
崎
・
佐
賀
県
下
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
よ
う

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

に
「
ユ
ル
」
と
な
る
。
こ
れ
が
「
ヨ
ル
」
で
あ
る
と
こ
ろ
に
は
、
「
ヨ
ー
カ
タ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

 
（
夕
方
）
、
 
「
シ
ョ
モ
」
 
（
所
務
一
収
穫
）
、
 
「
ク
チ
ビ
ロ
」
 
（
唇
）
と
同
類

の
音
変
化
が
見
ら
れ
る
。

 
 
さ
て
「
ヨ
ル
」
が
「
う
る
」
か
ら
転
じ
た
も
の
で
毒
れ
ば
、
不
可
能
形
式
は
「

 
「
～
エ
ン
」
の
は
ず
で
あ
る
が
、
「
～
エ
ン
」
を
こ
の
地
域
で
聞
き
得
て
い
る

の
は
次
の
一
例
だ
け
で
あ
る
。

。
サ
ル
ワ
 
バ
ン
ニ
ャ
ー
 
デ
ヤ
 
エ
ン
 
ヨ
。
入
境
川
 
高
男
↓
調
査
者
〉
．

 
 
猿
は
晩
に
は
出
て
来
ら
れ
な
い
よ
（
目
が
見
え
な
い
ん
だ
か
ら
）
。

 
こ
の
男
性
は
、
 
「
酒
の
一
杯
ぐ
ら
い
，
ノ
ミ
ヨ
ル
」
と
言
っ
た
人
で
あ
る
。

 
こ
の
一
例
の
「
～
エ
ン
」
．
以
外
は
、
不
可
能
形
式
は
「
'
2
ヨ
ラ
ン
」
・
で
あ

る
。

。
コ
イ
ダ
ケ
ノ
 
ゴ
チ
ソ
ー
ワ
 
ク
イ
ヨ
ラ
ン
。
 
〈
見
島
 
高
男
一
望
男
〉

 
 
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
御
馳
走
は
食
べ
ら
れ
な
い
。

。
ワ
シ
ャ
ー
 
ヤ
リ
ヨ
ラ
ン
。
 
〈
掛
淵
 
高
男
〉

 
 
私
は
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

 
こ
の
よ
う
に
不
可
能
形
式
に
「
ピ
ヨ
ラ
ン
」
が
出
る
の
は
、
・
「
ヨ
ル
」
の
う

行
五
段
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
 
「
見
ラ
ン
」
、
 
「
出
ラ
ン
」
を
言
う
地
域
で
9

あ
る
か
ら
、
 
「
ヨ
ル
」
、
の
五
段
化
も
さ
し
て
特
異
で
は
な
い
。
こ
の
地
域
は
ま
．

た
進
行
形
式
に
、
・
「
オ
ル
」
 
（
居
る
）
を
添
え
た
「
見
ヨ
ル
」
、
「
「
見
ヨ
ラ
ン

を
言
う
地
域
で
も
あ
る
か
ら
、
こ
れ
へ
の
類
推
が
不
可
能
表
現
に
「
ヨ
ラ
ン
」

を
生
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。

 
し
か
し
進
行
も
可
能
も
と
も
に
「
～
ヨ
ル
」
で
あ
っ
て
は
弁
別
に
不
便
な
は

ず
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ア
ク
セ
ン
ト
に
よ
っ
て
識
別
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
 
「
剖
ル
」
を
添
え
た
可
能
形
式
で
は
「
イ
割
刻
ル
」
 
（
行
き

得
る
）
、
 
「
ユ
イ
ヨ
ル
」
 
（
言
い
得
る
）
、
 
「
ノ
ミ
・
ヨ
ル
」
 
（
飲
み
得
る
）
、

「
ミ
ー
引
ル
」
、
（
見
得
る
）
、
 
「
タ
到
ル
」
 
（
食
べ
得
る
）
で
あ
る
。
一
方
、

「
オ
ル
」
・
（
居
る
）
を
添
え
た
進
行
形
式
で
は
、
，
「
イ
キ
ヨ
ル
」
、
 
「
イ
ー
ヨ

ル
」
、
 
「
ノ
ミ
ヨ
ル
」
、
・
「
ミ
ョ
ル
」
、
 
「
タ
ベ
ヨ
ル
」
と
な
る
。
も
っ
と
も

．
見
島
の
ば
あ
い
は
い
っ
た
い
に
ア
ク
セ
ン
ト
が
特
異
で
、
可
能
表
現
も
進
行
表

現
も
文
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
に
支
配
さ
れ
て
い
る
。
ア
ク
セ
ン
ト
で
両
表
現
を
区
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別
す
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

 
な
お
、
長
門
市
域
で
は
、
境
川
で
は
「
～
エ
ン
」
を
．
聞
い
た
が
、
そ
の
他
の

地
点
で
は
「
～
エ
ン
」
も
「
～
ヨ
ヲ
ン
」
も
聞
け
な
い
。
不
可
能
表
現
は
後
述

す
る
「
ヨ
ー
 
～
ン
」
で
あ
る
。
．
伝
播
し
て
き
た
新
形
式
は
、
不
可
能
表
現
に

ま
ず
受
容
さ
れ
る
状
況
が
こ
こ
に
見
ら
れ
る
。

 
中
学
生
は
こ
の
「
ヨ
ル
」
、
 
「
～
ヨ
ラ
ン
」
を
言
う
こ
之
が
少
な
い
が
、
家

庭
や
居
住
地
区
と
い
っ
た
言
語
環
境
に
よ
る
使
用
差
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
数
名

・
の
中
学
生
は
、
 
「
・
ヨ
ミ
ヨ
ル
」
 
（
読
み
得
る
）
は
言
わ
な
い
が
、
 
「
キ
ヨ
ル
」

 
（
着
得
る
）
、
 
「
キ
ヨ
ラ
ン
」
 
（
着
得
ぬ
）
は
言
う
と
答
え
た
。
た
だ
し
言
う

の
は
言
い
切
り
の
時
だ
け
で
、
 
「
キ
ヨ
ラ
ン
カ
ラ
 
…
…
」
な
ど
と
は
言
わ
な

い
と
い
う
。
言
い
や
す
い
も
の
だ
け
を
言
う
と
い
う
自
覚
は
お
そ
ら
く
正
し
い

で
あ
ろ
う
。

 
4
 
動
詞
連
用
形
＋
キ
ル

。
ソ
ノ
ク
ラ
イ
ノ
 
コ
ト
ナ
ラ
 
ア
ノ
 
コ
タ
テ
 
シ
キ
ル
 
イ
ナ
。
・
〈
三
二
，

 
高
女
↓
高
女
〉
、

 
 
そ
れ
く
ら
い
の
事
な
ら
あ
の
子
だ
っ
て
す
る
こ
と
が
で
き
・
る
よ
ね
。
．

。
ノ
ミ
キ
ラ
ン
デ
 
ハ
ッ
チ
 
イ
タ
バ
リ
ー
．
ナ
ル
 
ホ
イ
ナ
。
 
〈
蓋
井
島

 
高
女
↓
調
〉

 
 
（
赤
ん
坊
が
y
乳
を
飲
む
力
が
な
く
て
お
乳
が
張
っ
て
、
ま
る
で
板
の
よ

 
 
う
に
な
る
の
よ
。

。
ム
ツ
カ
シ
ー
ケ
 
ヤ
リ
キ
ラ
ン
つ
 
八
駅
内
 
申
男
〉

 
 
む
ず
か
し
い
か
ら
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

」。

¥
ン
ナ
 
ハ
ズ
カ
シ
ー
 
コ
ト
 
シ
キ
ラ
ン
 
イ
ネ
。
 
〈
彦
島
．
少
女
↓
少

 
女
〉

 
 
そ
ん
な
は
ず
か
し
い
て
と
は
、
私
は
で
．
き
な
い
わ
。

。
ア
ノ
 
ト
キ
ノ
 
コ
タ
ー
 
ワ
ス
レ
キ
ラ
ン
 
ホ
。
〈
小
串
 
斎
女
↓
申
女
〉

 
 
あ
の
時
の
こ
と
は
ど
う
b
て
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
。

．
「
～
キ
ル
」
、
 
「
～
キ
ラ
ン
」
は
こ
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
に

託
さ
れ
る
表
現
意
図
も
表
現
の
心
情
も
、
 
「
～
エ
ル
」
、
 
「
～
エ
ン
」
の
ば
あ

い
と
変
わ
ら
な
い
。
た
だ
し
、
「
～
エ
ル
」
と
「
～
エ
ソ
」
と
で
は
、
日
常
会

話
の
中
の
出
現
頻
度
数
は
、
「
～
エ
ン
」
の
方
が
い
く
ら
か
多
い
に
し
て
も
大

差
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
 
「
～
キ
ル
」
と
「
～
キ
ラ
ン
」
「
と
で
は
、
比
較
に
な

ら
な
い
ほ
ど
に
「
～
キ
ラ
ン
」
が
多
い
。

 
こ
の
「
～
キ
ル
」
、
 
「
～
キ
ラ
ン
」
は
対
岸
の
九
州
北
部
域
か
ら
山
口
県
下

の
長
門
域
に
伝
播
し
た
の
で
あ
る
が
馬
新
来
の
表
現
法
億
ま
ず
不
可
能
表
現
の

方
に
受
容
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
先
に
は
、
長
門
市
域
で
は
「
～
ヨ
ル
」
の
可
能

表
現
に
対
し
て
不
可
能
表
現
は
「
ヨ
ー
 
～
ン
」
で
あ
る
事
例
も
あ
っ
た
。

 
 
「
キ
ル
」
、
「
キ
ラ
ン
」
の
お
も
な
使
用
域
は
、
下
関
市
と
豊
浦
郡
で
あ
る
。

も
っ
と
も
豊
浦
郡
も
北
部
に
な
る
ほ
ど
、
 
「
～
キ
ル
」
、
 
「
～
キ
ラ
ン
」
は
劣

勢
に
な
．
る
。
な
お
、
豊
浦
郡
に
続
く
大
津
郡
油
谷
町
で
も
、
申
学
生
か
ら
は
、

 
「
～
キ
ラ
ン
」
を
聞
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
北
部
の
長
門
市
域
で
も
、
後

に
述
べ
る
よ
う
に
、
 
「
ヨ
ー
 
～
シ
キ
ラ
ン
」
，
の
形
で
、
 
「
キ
ラ
ン
」
を
聞
い

て
い
る
。
一
方
、
豊
浦
郡
も
内
陸
部
の
豊
田
町
で
は
、
 
「
～
キ
ラ
ン
」
を
ま
れ

に
聞
く
こ
と
も
あ
る
が
、
人
々
に
は
こ
れ
を
言
っ
て
い
る
と
い
う
自
覚
は
な

r
い
。
ま
た
下
関
市
域
で
も
瀬
戸
内
海
が
わ
の
山
手
の
地
で
あ
る
平
内
の
人
々
．
の

中
に
は
、
」
「
ヤ
ラ
ー
 
エ
ン
」
は
昔
か
ら
の
こ
と
ば
、
「
ヤ
リ
キ
ラ
ン
」
は
今

の
こ
と
ば
で
あ
り
、
よ
そ
か
ら
入
っ
た
こ
と
ば
で
あ
る
と
教
示
す
る
人
も
い

た
。
下
関
市
や
豊
浦
郡
の
海
岸
域
の
人
々
に
は
、
こ
れ
を
「
よ
そ
こ
と
ば
」
と

・
山
口
県
下
、
響
灘
・
日
本
海
域
の
可
能
表
現
法
一
九
州
方
言
ど
の
同
質
性
1
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す
る
意
識
は
今
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
 
 
-

 
「
～
キ
ル
」
、
お
も
に
は
「
～
キ
ラ
ン
」
で
あ
る
が
、
そ
の
使
用
状
況
を
見

る
と
、
男
性
よ
・
り
は
女
性
の
ほ
う
が
こ
れ
を
早
く
口
に
し
て
い
る
。
た
だ
．
し
五

十
代
、
六
十
代
の
女
性
で
は
個
人
差
が
か
な
り
あ
る
。

 
ま
た
若
年
層
は
沿
岸
域
で
は
男
女
の
別
な
く
「
～
キ
ラ
ン
」
一
色
と
な
っ
て

い
る
．
 
「
～
キ
ル
」
．
、
 
「
～
キ
ラ
ン
」
表
現
法
は
今
後
い
ち
だ
ん
と
優
勢
に
な

る
で
あ
ろ
う
。

 
と
こ
ろ
で
見
島
は
北
方
に
位
置
し
な
が
ら
、
先
に
見
た
よ
う
に
「
～
ヨ
ル
」

を
言
う
点
で
も
特
異
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
「
キ
ラ
ン
」
を
も
受
け
入
れ
、
か
つ
．

変
容
さ
せ
て
い
る
。
見
島
よ
り
は
い
く
ら
か
沿
岸
域
に
近
い
相
島
、
大
島
に
も

そ
の
状
況
は
見
ら
れ
た
。

。
ホ
イ
テ
 
ナ
マ
リ
ワ
 
デ
キ
キ
ラ
ナ
イ
。
カ
ィ
タ
ホ
ワ
。
 
〈
見
島
 
青
男
↓

 
調
〉

 
 
そ
し
て
誰
り
は
十
分
に
は
出
得
な
い
。
書
い
た
も
の
は
（
や
は
り
話
さ
な

 
 
・
い
ど
だ
め
だ
）
。

 
こ
の
文
の
「
デ
キ
キ
ラ
ナ
イ
」
は
「
で
き
き
ら
ぬ
わ
い
」
で
あ
る
か
ら
、

「
キ
ラ
ン
」
は
そ
の
形
を
保
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
・
「
出
キ
ラ
ン
」
、
あ
る

い
は
、
「
出
リ
キ
ラ
ン
」
と
あ
る
べ
き
も
の
が
「
出
キ
キ
ラ
ン
」
と
な
，
っ
て
い

る
。

。
ソ
リ
ャ
ー
 
ハ
ナ
シ
ニ
、
ハ
．
ナ
シ
キ
ラ
レ
ン
 
ツ
ラ
イ
 
コ
ト
ガ
 
ア
ッ
タ

 
ヨ
コ
。
 
〈
見
島
 
中
女
↓
調
〉

 
 
そ
れ
は
も
う
言
う
に
言
わ
れ
な
い
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
た
よ
。

 
「
話
シ
キ
ラ
レ
ン
」
の
「
キ
ラ
レ
ン
」
は
．
 
「
キ
ラ
ン
」
を
下
一
段
に
活
用

ざ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
萩
市
の
沿
岸
に
近
い
大
島
で
も
、
 
「
刺
キ
キ
訓
ン
」
」

（
書
ぐ
こ
と
が
で
ぎ
な
い
）
な
ど
と
聞
い
て
い
る
。

。
キ
キ
レ
ン
ダ
ケ
 
ァ
ル
 
ヨ
。
 
〈
見
島
 
高
女
↓
調
〉

 
 
着
物
は
、
（
一
生
か
か
っ
．
て
も
）
着
て
し
ま
え
な
い
ほ
ど
た
べ
さ
ん
あ
る

 
 
よ
。

。
マ
ー
 
ソ
レ
ジ
ャ
ケ
ド
 
ノ
、
ナ
ン
デ
ス
 
ワ
、
・
イ
キ
キ
レ
マ
セ
ン
カ
ラ
。

 
．
〈
相
島
 
高
女
↓
調
〉

 
 
（
病
院
の
先
生
が
、
忘
れ
た
こ
ろ
に
通
院
し
て
き
て
も
効
果
が
な
い
と
言

 
 
わ
れ
る
）
、
ま
あ
そ
う
だ
け
ど
ね
、
な
ん
で
す
よ
、
船
で
の
通
院
は
毎
日

 
 
は
と
て
も
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
。

 
九
州
か
ら
は
か
な
り
遠
い
見
島
、
相
島
、
大
島
が
、
九
研
の
「
キ
ル
」
を
も

っ
ぱ
ら
不
可
能
表
現
の
面
で
受
入
れ
、
し
か
も
こ
の
よ
う
に
変
容
さ
せ
て
い
る

の
は
、
伝
播
の
一
つ
の
実
態
を
見
せ
て
い
て
興
味
深
い
。
九
州
か
ら
の
距
離
が

こ
れ
ぢ
の
島
々
と
ほ
ぼ
等
距
離
で
あ
っ
て
も
、
本
土
域
の
萩
市
で
は
「
～
キ
ラ

．
ン
」
を
受
け
入
れ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

二
 
副
詞
「
ヨ
ー
」
に
よ
る
可
能
表
現

 
副
詞
「
ヨ
ー
」
は
文
献
上
の
「
え
」
で
あ
ろ
う
。
、
周
防
域
に
は
「
エ
ー
」
と

言
ヶ
所
も
多
い
。
文
献
上
で
は
、
平
安
時
代
以
降
は
副
詞
「
え
」
 
（
得
）
を
持

つ
文
の
結
び
は
否
定
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
だ
と
い
う
（
渋
谷
 
一
九
八
六
）
。

・
当
域
の
「
ヨ
i
」
も
、
官
然
に
聞
き
得
た
文
の
中
で
は
、
次
の
よ
う
に
多
く
は

打
消
し
の
結
び
と
呼
応
し
て
能
力
不
可
能
を
表
現
し
て
い
る
。

。
ア
タ
シ
ラ
ー
 
ア
ネ
ー
ナ
 
コ
タ
ー
」
ヨ
ー
 
セ
ン
ケ
ー
 
ネ
。
 
〈
江
津

 
高
女
↓
調
〉

 
，
私
ど
も
は
あ
ん
な
こ
と
は
と
て
も
で
き
な
い
か
ら
ね
。
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。
ア
ノ
 
ヒ
タ
レ
 
ヘ
ー
キ
デ
 
ユ
ー
テ
ジ
ャ
 
ナ
ー
。
ワ
タ
シ
ダ
チ
ャ
ー

 
ヨ
ー
 
イ
ワ
ン
・
デ
ー
。
 
〈
豊
原
 
高
女
↓
高
女
〉

 
 
あ
の
人
は
平
気
で
言
わ
れ
る
ね
え
。
私
た
ち
は
そ
ん
な
気
の
毒
な
こ
と
を

 
 
．
口
に
す
る
こ
と
は
と
て
も
で
き
な
い
よ
。

．
・
ア
メ
カ
ゼ
ガ
 
フ
イ
タ
 
ト
キ
ニ
ャ
 
ウ
チ
コ
ワ
 
ヨ
ー
 
ハ
イ
ラ
ン
ト

 
キ
ズ
カ
イ
ヨ
．
リ
マ
シ
タ
。
 
〈
湊
 
高
女
↓
調
〉

 
 
 
（
夫
が
漁
に
出
て
い
て
）
雨
風
に
な
っ
た
時
に
は
、
家
の
中
に
入
る
気
に

 
 
は
な
れ
な
く
て
、
外
に
立
っ
て
案
じ
て
い
ま
し
た
。

。
ア
リ
ャ
ー
 
ヨ
ー
 
ヤ
ラ
ン
ジ
ャ
二
品
。
．
〈
浅
内
・
申
男
↓
蔵
男
〉

 
 
あ
の
人
は
と
て
も
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

 
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
 
「
ヨ
ー
 
～
ン
」
は
全
域
で
言
う
。
た
だ
じ
、

す
で
に
可
能
動
詞
「
エ
ル
」
、
「
ヨ
ル
」
‘
、
「
キ
ル
」
を
持
っ
て
い
る
地
域
で
は

さ
ほ
ど
優
勢
で
な
い
。
こ
れ
ら
を
言
わ
な
い
大
津
郡
三
隅
町
以
北
で
は
「
ヨ

ー
 
～
ン
」
が
優
勢
な
ば
か
り
で
な
く
、
次
の
よ
う
な
「
ヨ
ー
 
～
」
も
憩
い

こ
。

ナ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
、

。
ソ
リ
ャ
ー
 
ヨ
ー
 
ノ
ム
 
イ
ヤ
。
 
〈
戎
 
古
同
男
↓
一
同
男
〉

 
 
 
（
酒
が
飲
め
る
か
と
い
う
問
い
に
答
え
て
）
そ
り
ゃ
飲
む
こ
と
が
で
き
る

 
 
よ
。

つ
ウ
チ
ノ
・
マ
ガ
ー
 
ジ
ュ
．
」
 
ヨ
ー
 
ヨ
ム
ヨ
：
二
．
．
ナ
ッ
タ
 
デ
ー
。

 
 
〈
豊
原
、
高
女
↓
高
女
〉

 
 
う
ち
の
孫
は
厚
層
読
む
こ
と
．
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
。

 
も
つ
．
と
も
こ
れ
ら
は
今
回
（
一
九
八
八
年
調
査
）
、
誘
導
で
聞
き
得
だ
も
の

で
、
一
九
八
0
，
年
の
調
査
で
は
聞
き
得
て
い
な
い
（
梅
光
 
一
九
八
○
）
。

 
『
表
現
法
の
全
国
的
調
査
研
究
』
3
7
・
3
8
図
に
よ
れ
ば
、
 
「
ヨ
ー
」
が
否
定
の

山
口
県
下
、
響
灘
・
日
本
海
域
の
可
能
表
現
法
一
九
州
方
言
と
の
同
質
性
r

述
部
と
呼
応
し
た
表
現
の
分
布
域
は
中
部
地
方
以
西
に
か
な
り
広
い
が
、
肯
定
・

の
述
部
と
呼
応
し
た
も
の
は
、
広
島
・
島
根
・
山
口
三
県
に
は
見
え
な
い
。
今
圏

回
，
田
万
川
町
や
三
隅
町
で
聞
け
た
「
ヨ
i
 
～
」
は
、
 
「
ヨ
ー
 
～
ン
」
の

基
盤
の
上
に
、
み
ず
か
ら
造
出
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
地
域
に
か
ぎ

ら
な
い
が
、
可
能
・
不
可
能
表
現
を
仕
立
て
る
「
ヨ
ー
」
．
（
得
）
と
は
別
に
、

形
容
詞
か
ら
転
成
し
た
副
詞
「
ヨ
ー
」
が
あ
る
。
両
者
は
「
ヨ
ー
 
ヨ
ム
」

（
読
み
得
る
）
、
 
「
ヨ
ー
 
ヨ
ム
」
，
（
上
手
に
読
む
。
た
び
た
び
読
む
）
の
よ

う
に
、
ア
ク
セ
ン
ト
も
異
な
る
が
、
ま
ぎ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

 
ど
こ
ろ
で
、
 
「
～
エ
ル
」
、
 
「
～
ヨ
ル
」
、
．
「
～
キ
ル
」
の
可
能
表
現
を
す

で
に
持
つ
地
で
は
、
 
「
ヨ
ー
 
～
ン
」
の
受
け
入
れ
方
が
微
妙
か
つ
多
様
で
あ
・

る
。
ゴ
 
 
 
 
．
、
 
」

 
た
と
え
ば
長
門
市
で
は
能
力
可
能
に
は
「
～
ヨ
ル
」
を
言
う
が
、
能
力
不
可

能
に
は
、
「
ヨ
ラ
ン
」
を
言
口
わ
ず
「
ヨ
ー
 
～
ン
」
を
言
う
。

。
ア
タ
ク
シ
ガ
 
ア
ン
三
二
 
ミ
ギ
モ
 
ヒ
ダ
リ
モ
 
ヨ
ー
 
シ
マ
セ
ン
カ
ラ
．

 
囚
1
。
 
〈
大
泊
 
高
女
↓
調
〉
 
'
、

 
 
私
が
ね
え
、
家
事
は
一
切
で
き
ま
せ
ん
か
ら
ね
え
。

 
ま
た
不
可
能
表
現
に
も
ゴ
～
エ
ン
」
、
 
「
～
ヨ
ラ
ン
」
、
 
「
～
キ
ラ
ン
」
，
を

言
う
地
域
で
は
、
新
来
の
「
ヨ
ー
 
～
ン
」
は
、
丁
寧
体
の
文
の
申
で
使
わ
れ

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
男
性
よ
り
は
女
性
の
方
が
早
く
受
入
れ

て
い
る
こ
と
と
も
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

 
「
ヨ
ー
 
～
セ
ン
」
は
ま
た
、
、
心
情
性
の
強
い
表
現
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
「
え
、
引
ギ
ャ
 
国
ン
」
，
や
「
門
門
ギ
キ
ラ
ン
」
は
、
ま
ざ
に
そ
の
能

力
の
な
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
一
方
、
「
ヨ
」
 
オ
ヨ
ガ
ン
」
は
、
「
あ
ん

な
汚
い
所
で
は
泳
ぐ
気
に
な
れ
な
い
」
と
い
っ
た
意
味
合
い
で
言
わ
れ
る
こ
と
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が
多
い
。
 
 
 
 
 
・

 
「
～
エ
ン
」
、
「
～
ヨ
ラ
ン
」
、
「
ピ
キ
ラ
ン
」
の
能
力
不
可
能
形
式
を
持
つ

地
域
で
は
ま
た
、
こ
の
形
式
の
上
に
さ
ら
に
「
ヨ
ー
」
を
置
く
こ
と
が
あ
る
。

。
ア
刺
イ
チ
ャ
ー
 
ヨ
ー
 
イ
キ
ャ
ー
．
凋
ン
 
イ
ナ
。
〈
憶
意
 
高
男
↓
調
〉

 
 
私
は
歩
い
て
ば
と
て
も
行
け
な
い
よ
。

つ
ヨ
ー
 
ク
イ
ヨ
ラ
ン
。
 
〈
見
島
 
高
女
〉

 
 
（
都
会
に
出
て
い
る
子
供
は
こ
ん
な
お
い
し
い
魚
を
）
と
て
も
と
て
も
食

 
 
・
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
か
わ
い
そ
う
に
）
。

・
ク
レ
チ
ュ
ー
 
コ
タ
ー
 
ヨ
ー
 
イ
ー
キ
ラ
ン
。
 
〈
正
明
市
 
高
女
〉

 
 
（
い
い
娘
さ
ん
だ
が
、
私
の
家
な
ん
か
に
）
嫁
に
く
れ
な
ん
て
と
で
ぎ
言

 
 
え
な
い
。

 
こ
れ
ら
の
不
可
能
表
現
文
に
は
心
情
性
が
き
わ
め
て
濃
い
が
、
そ
の
心
情
性

」
を
担
っ
て
い
る
の
は
副
詞
「
ヨ
ー
」
で
あ
る
。
た
だ
し
「
ヨ
ー
」
が
「
～
レ

ン
」
、
 
「
～
ラ
レ
ン
」
不
可
能
文
と
呼
応
す
る
こ
と
は
当
域
で
は
ま
れ
な
よ
う

で
、
筆
者
の
自
然
傍
受
法
調
査
で
は
聞
き
得
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
レ

ル
」
 
「
ラ
レ
ル
」
以
外
の
可
能
助
動
詞
を
有
し
な
い
北
四
域
に
は
、
こ
の
よ
う

な
状
況
は
見
ら
れ
な
い
。

 
文
献
上
に
見
ら
れ
る
、
副
詞
「
え
」
と
不
可
能
形
式
と
の
呼
応
の
例
は
、
院

政
期
以
降
に
多
い
よ
う
で
あ
る
（
村
山
、
一
九
八
一
）
。
氏
は
「
そ
う
し
た
破

格
形
式
を
許
す
事
情
を
、
（
筆
者
中
略
）
「
え
』
の
機
能
の
弱
ま
り
に
帰
し
て
み

た
い
」
と
言
わ
れ
る
。
 
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
室
町
時
代
編
一
」
も
、
 
「
え
」

の
原
義
の
薄
れ
た
結
果
と
説
い
て
い
る
。

 
で
は
当
域
の
南
半
域
で
、
 
「
ヨ
ー
」
が
不
可
能
表
現
を
修
飾
し
て
心
情
訴
え

に
働
い
て
い
る
状
況
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
長
門
市
以
南

の
南
半
域
と
見
回
に
は
、
助
動
詞
を
添
え
て
言
う
不
可
能
表
現
が
す
で
に
あ
っ

た
。
そ
こ
に
、
副
詞
と
否
定
の
述
部
を
呼
応
さ
せ
る
と
い
う
異
質
の
不
可
能
表

現
形
式
が
入
っ
て
き
た
時
、
ま
ず
こ
の
異
質
の
も
の
を
、
従
来
あ
る
も
の
と
は

や
や
異
な
る
働
き
の
も
の
1
心
情
性
の
濃
い
能
力
不
可
能
表
現
法
1
と
し

て
受
容
し
た
。
さ
ら
に
は
、
従
来
の
能
力
不
可
能
表
現
形
式
の
上
に
副
詞
「
ヨ

i
」
を
置
い
て
、
こ
れ
を
心
情
訴
え
要
素
と
し
た
。
副
詞
は
本
来
的
に
心
情
訴

え
に
働
き
や
す
い
品
詞
で
あ
る
か
ら
こ
れ
は
自
然
な
推
移
で
あ
る
。

 
 
 
 
三
 
動
詞
を
用
い
て
言
う
可
能
表
現

。
キ
ョ
ー
ワ
 
エ
ー
 
ゴ
フ
シ
ン
ガ
．
、
ナ
リ
マ
シ
テ
 
オ
メ
デ
ト
ー
 
ゴ
ザ
イ

 
マ
ス
。
 
〈
江
津
 
新
築
祝
の
あ
い
さ
つ
〉

 
 
今
日
は
立
派
な
御
普
請
が
で
き
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

。
ム
カ
シ
ャ
ー
 
ア
ナ
タ
 
テ
レ
ビ
ジ
ャ
ナ
ン
ジ
ャ
 
ア
リ
マ
セ
ン
カ
ラ
・
シ

 
ゴ
ト
ガ
 
ナ
ッ
タ
モ
ン
デ
 
ア
リ
マ
ス
。
 
〈
湊
 
高
女
↓
調
〉

 
 
昔
は
ね
え
v
テ
レ
ビ
だ
の
な
ん
だ
の
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
仕
事
が
で
き
た
ん

 
 
で
す
よ
。

 
こ
の
よ
う
に
、
動
詞
「
ナ
ル
」
を
用
い
て
言
う
可
能
表
現
は
、
事
が
ら
を
主
．

語
に
た
て
て
、
そ
れ
が
実
現
し
た
こ
と
を
言
う
も
の
で
あ
る
。
 
「
ナ
ル
」
の
主

語
に
人
物
が
た
つ
こ
と
は
な
い
。
人
の
動
作
・
行
為
の
実
現
を
言
う
時
は
、

「
セ
ル
 
コ
ト
ガ
 
ナ
ル
」
 
（
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
 
〈
都
濃
郡
鹿
野
町
〉
、

「
ワ
倒
モ
期
ク
 
ユ
タ
ー
剥
ル
」
（
私
で
も
書
く
こ
と
「
が
で
き
る
）

〈
玖
珂
郡
美
和
町
〉
の
よ
う
に
言
う
。
た
だ
し
、
長
門
域
で
は
聞
か
な
い
。

 
こ
れ
ら
の
「
ナ
ル
」
と
ハ
鹿
児
島
の
「
キ
ー
ガ
ナ
ル
」
 
（
着
る
こ
と
が
で
き

る
）
な
ど
と
ば
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
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．
「
ナ
ラ
ど
は
次
の
よ
う
忙
用
い
ら
れ
て
い
る
。

。
刻
ツ
ー
デ
 
ベ
ソ
剣
ヨ
・
臥
ニ
ャ
レ
 
ナ
刻
ン
。
 
〈
吉
見
 
中
男
〉

 
 
暑
く
て
勉
強
が
で
き
な
い
（
実
現
し
な
い
）
。

。
シ
ゴ
ト
ガ
 
ナ
ラ
ン
カ
ラ
。
 
〈
見
島
 
高
男
↓
高
女
〉

 
 
仕
事
が
で
き
な
い
か
ら
。

。
冷
．
ユ
．
ダ
ン
が
才
フ
ン
ネ
ー
。
〈
江
津
．
高
女
↓
蓼

 
 
あ
の
、
油
断
が
で
き
な
い
ね
え
。

。
カ
ワ
リ
ャ
ー
 
ナ
刻
ン
 
ド
ナ
。
 
〈
吉
見
妙
寺
、
高
女
〉

 
 
替
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
。

 
最
後
の
「
カ
ワ
リ
ャ
ー
 
ナ
ラ
ン
」
の
意
味
は
禁
止
に
近
い
。
 
「
ナ
ル
」
を

言
う
可
能
表
現
は
、
四
域
で
は
衰
え
か
け
て
い
る
ま
う
で
、
「
古
い
人
が
言
う
」

な
ど
と
説
明
ざ
れ
る
こ
と
が
あ
う
た
。

 
「
ナ
ル
」
が
事
が
⑤
の
実
現
を
言
う
の
κ
対
し
て
、
「
デ
キ
ル
」
は
行
為
そ

の
こ
と
を
言
う
。

。
ハ
ヤ
イ
'
コ
ト
 
カ
エ
ッ
テ
 
コ
ン
ニ
ャ
ー
 
ハ
ナ
エ
ガ
 
デ
キ
ン
ケ
ー
。

 
〈
尾
浦
 
高
男
↓
調
〉

 
 
早
く
帰
っ
て
来
な
い
と
（
明
日
出
か
け
る
）
準
備
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

 
 
い
か
ら
。

可
能
を
言
う
動
詞
に
は
、
「
行
ケ
ル
」
、
「
書
ケ
ル
み
ょ
う
に
、
五
段
活
用

動
詞
か
ら
造
出
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
可
道
会
が
あ
る
。
冤
レ
ル
」
、
田

レ
ル
L
、
 
「
起
キ
レ
ル
」
、
 
「
来
レ
ル
」
な
ど
と
、
一
段
活
用
動
詞
、
力
変
動

詞
か
む
も
造
出
さ
れ
て
い
る
。

。
オ
コ
サ
ン
ニ
ャ
ー
、
ト
レ
ン
「
ワ
ナ
。
 
〈
吉
見
下
 
高
男
↓
調
〉

 
 
あ
わ
び
は
岩
か
ら
は
が
さ
な
い
と
捕
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
。

響
灘
・
日
訓
海
域
の
可
能
表
現
法
 
一
九
州
方
言
乏
の
同
質
性
口

 
。
ア
ノ
 
タ
オ
ノ
ホ
ー
ワ
 
ト
ー
リ
ョ
ー
ケ
ン
ド
「
ヨ
シ
ミ
ダ
オ
ノ
ホ
ー
ワ

 
 
ト
ー
レ
ン
ゲ
シ
ョ
ー
ゆ
 
〈
内
日
 
山
気
男
↓
調
〉

 
 
 
あ
の
峠
の
方
は
通
る
こ
ど
が
で
き
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
吉
見
峠
の
方
は
通

 
 
 
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

 
 
こ
れ
ら
の
文
の
、
「
ト
図
ン
」
、
 
「
ト
ー
リ
ョ
ー
」
、
 
「
ト
ー
レ
ン
」
は
、

 
い
わ
ゆ
る
状
況
可
能
で
あ
る
。
状
況
可
能
の
ば
あ
い
、
助
動
詞
「
レ
ル
」
、

 
 
「
ラ
レ
ル
」
」
を
添
え
た
も
の
と
可
能
動
詞
と
の
使
い
分
け
は
明
ら
か
に
し
得
て

 
い
な
い
。

 
。
ワ
タ
シ
ド
モ
 
ァ
ネ
ー
 
ヤ
レ
ン
ダ
ッ
タ
。
 
〈
内
記
 
老
男
↓
調
〉

 
 
 
私
ど
も
は
あ
ん
な
に
は
で
き
な
か
っ
た
。

 
・
イ
マ
ー
、
マ
ダ
 
ノ
レ
ヨ
ル
。
 
〈
戎
高
男
↓
調
〉

 
 
 
 
（
も
う
年
老
い
た
け
れ
ど
、
今
は
ま
ギ
船
に
乗
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
）

 
。
オ
訓
ル
 
カ
ネ
つ
 
〈
戎
 
青
男
↓
調
〉

 
 
 
魚
の
せ
り
に
間
に
合
う
よ
う
に
起
き
る
こ
と
が
で
き
る
か
ね
。

 
 
こ
れ
ら
の
文
中
の
「
ヤ
訓
」
、
ー
ノ
図
ヨ
ル
」
、
 
「
オ
訓
ル
」
は
、
い

 
わ
ゆ
る
能
力
可
能
で
あ
る
。
能
力
可
能
の
ば
あ
い
、
先
に
記
し
た
特
定
の
能
力

 
可
能
形
式
と
、
 
「
レ
ル
」
・
「
ラ
レ
ル
」
を
添
え
た
形
式
と
、
可
能
動
詞
と
が
併

・
 
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
可
能
を
言
う
意
向
の
強
い
ば
あ
い
は
特
定
の
能

 
，
力
可
能
形
式
を
用
い
る
よ
う
ひ
あ
る
α

 
 
高
年
者
は
可
能
動
詞
を
も
、
次
の
文
中
の
「
ア
ガ
ル
ル
」
の
よ
う
に
下
二
段

 
型
で
言
う
ご
ど
が
あ
る
。

 
・
ド
ネ
↓
イ
回
ダ
ハ
タ
午
モ
ブ
ガ
ル
ル
。
〈
戎
高
女
↓
調
〉

 
 
 
 
（
こ
の
年
に
な
っ
て
も
）
ど
う
に
か
こ
う
に
か
ま
だ
畠
へ
も
上
が
る
こ
と

 
 
 
が
で
き
る
。

山
口
県
下
、
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お
 
わ
 
り
 
に

 
本
稿
を
書
き
始
め
た
動
機
は
、
こ
れ
ま
で
断
片
的
に
報
告
し
て
き
た
、
当
域

の
「
エ
ル
」
・
「
ヨ
ル
」
可
能
表
現
法
の
状
況
を
整
理
し
、
考
え
て
み
よ
う
と

し
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
考
古
学
研
究
者
の
木
下
尚
子
氏
は
、
こ
の
地
域
、
こ

と
に
浦
の
埋
蔵
物
は
、
玄
海
灘
の
向
う
の
北
九
州
の
地
か
ら
出
る
物
と
き
わ
め

て
近
い
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
瀬
戸
内
海
を
渡
っ
て
き
た
と
思
え
る
も
の
は
、
内

陸
域
か
ら
は
多
く
出
る
が
浦
に
は
少
な
い
と
も
言
わ
れ
る
。
こ
の
状
況
と
方
言

状
況
と
の
一
致
は
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。
当
域
も
北
九
州
の
玄
海
灘
域
も
、
と

も
に
国
土
の
周
辺
域
と
し
て
の
共
通
性
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
玄
海

灘
、
響
灘
上
の
海
上
交
通
も
両
三
を
関
係
深
い
地
域
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
当
域
の
南
半
域
は
、
 
「
得
る
」
可
能
表
現
法
を
持
つ
ご
と
に
お
い
て
長
崎
県

・
佐
賀
県
に
近
い
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
上
に
「
キ
ル
」
可
能
表
現
法
を
重
ね
一

て
い
る
点
で
も
同
質
で
あ
る
。
た
だ
し
、
当
直
は
ま
た
、
九
州
で
は
東
の
宮
崎

県
域
に
し
か
な
い
「
ヨ
i
 
～
ン
」
表
現
法
を
も
有
し
て
い
る
。
背
後
に
九
州

山
脈
を
負
う
た
長
崎
・
佐
賀
の
地
に
く
ら
べ
れ
ば
、
当
身
は
東
か
ら
の
影
響
を

受
け
や
す
い
位
置
に
あ
っ
た
。
九
州
か
ら
北
上
し
て
く
る
も
の
と
本
土
域
を
西

進
し
て
く
る
も
の
、
両
者
を
ど
の
よ
う
に
生
活
語
に
と
り
こ
ん
で
い
く
の
か
、

こ
の
地
域
は
伝
播
に
よ
る
、
方
言
の
推
移
と
変
容
の
姿
を
見
る
に
も
重
要
な
所

で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
で
当
薬
の
北
半
域
は
可
能
表
現
法
に
お
い
て
は
か
な
り
単
純
で
あ

り
、
広
島
県
域
、
ま
た
山
口
県
下
の
周
防
域
の
状
況
に
近
い
。
こ
の
北
剛
域
の

申
心
地
で
あ
る
萩
が
、
か
つ
て
は
藩
政
の
申
心
地
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
に
も

よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
当
域
に
お
け
る
可
能
表
現
法
上
の
南
北
差
は
、
方
言
状
況
全
般
に
わ
た
っ
て

言
い
得
る
も
の
か
ど
う
か
、
調
査
を
続
け
た
い
。
そ
し
て
当
域
方
言
状
況
の
語

る
と
こ
ろ
が
全
国
方
言
の
あ
り
か
た
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
か
を
考
え
続

ナ
こ
、
o

し
ナ
し
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